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広報

いざゆけ鞍手ベアーズ�
７月16日、北九州市若松区の若松球場で第40回県体育協会ス
ポーツ少年団軟式野球交流大会の準決勝・決勝戦が行われ、鞍手
ベアーズが見事に優勝を勝ち取りました。優勝した鞍手ベアーズ
は、８月25日から佐賀県で行われる九州大会に県代表として出
場します。今年の夏は例年以上に暑い日が続いていますが、選手
たちが日々練習を行う町民グラウンドはさらなる熱気を帯びている
ことでしょう。九州大会でも全力プレーでの活躍を期待しています。
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・予算額は１万円未満を四捨五入しているため、必ずしも合計額が総予算額と一致するとは限りません。
・かっこ内は全体の予算に占める割合を表しますが、小数点第２位を四捨五入しているため、必ずしも合計が 100% になるとは限りません。

収入 INCOME

EXPENDITURE

地方消費税交付金　２億8,000万円（3.7％）

消防費　３億2,984万円（4.3％）

そのほか　7,345万円（1.0％）

農林水産業費　１億9,636万円（2.6％）

民生費
27億6,071万円

（36.1％）

土木費
６億1,408万円
（8.0％）

総務費
11億5,994万円

（15.2％）

衛生費
８億2,779万円

（10.8％）

公債費
９億5,665万円

（12.5％）

教育費
６億5,222万円
（8.5％）

支出
依存財源　60.8%自主財源　39.2%

町税
18億313万円

（23.6％）

地方交付税
23億3,000万円

（30.5％）

町債
６億4,310万円
（8.4％）

そのほか（2.0％） ・議会費  9,702万円　　・商工費  4,395万円　　・予備費  1,000万円　　・労働費  121万円　　・災害復旧費  100万円

使用料・手数料　１億5,677万円（2.0％）
分担金・負担金　１億1,151万円（1.5％）

地方譲与税　6,100万円（0.8％）

そのほか　２億1,061万円（2.8％）

県支出金
５億6,360万円
（7.4％）

国庫支出金
７億63万円
（9.2％）

繰入金
７億1,697万円

（9.4％）

毎年度の予算（案）は、３月に開催される議会定例会に提案し、審議が行われ、
通常は年度の開始される４月１日前に議決されますが、平成 30 年度の鞍手町の一
般会計予算は、３月議会定例会での審議の結果、賛成少数となり否決されました。

そのため、急きょ、暫定予算（つなぎ予算）を編成し、４月から６月までの当
面の予算措置を講じていました。

その後、６月議会定例会に再度、一般会計予算（案）を上程し、審議を受けた結果、
６月 19 日に可決され、一般会計予算が成立しました。

平成 30 年度の一般会計予算総額は、76 億 5,077 万円。昨年度に比べ 6.0％、金額
にして４億 3,104 万円の増額となっています。増額の主な要因は、新中学校の整備
に係る借入金の償還が増えたことや、庁舎等建設予定地の補償費などを計上した
ことによるものです。

●国民健康保険事業特別
会計への繰出金に（１億

8,529 万円）●後期高齢者医療費の負担
金などに（３億2,687 万円）●社会福祉
協議会の補助に（4,292 万円）●障がい
者の自立支援費などに（５億5,594 万円） 
●介護保険広域連合の負担金などに（２
億9,920 万円）●重度障害者、子ども、
ひとり親家庭の医療費などに（１億3,857
万円）●児童手当などに（２億4,021 万円）

●ふるさと納税の推進に
（3,432 万円）●定住促進事

業に（2,158 万円）●コミュニティバスの
運行に（4,978 万円）●路線バス運行の
負担に（1,088 万円）●電子計算機の管
理などに（１億5,130 万円）●新庁舎等
の建設予定地の補償費などに（7,039 万円）

●予防接種などの感染症対
策に（4,074 万円）●健診

や健康教育などに（2,061 万円）●母子
の保健対策に（2,282 万円）●くらて病
院への運営費の負担金に（２億8,932 万
円）●ごみの処理などに（２億4,306 万円）
●し尿の処理などに（１億707 万円）

●道路の維持管理に（4,542
万円）●道路の改良に（571

万円）●橋の維持管理に（3,350 万円）　
●下水道事業特別会計への繰出金に（３億
2,310 万円）●町営住宅等の維持管理に

（１億966 万円）

●小学校の管理や教育振興
に（１億1,912 万円）●小

学校の施設整備に（2,874 万円）●中学

校の管理や教育振興に（7,783 万円）　　
●幼稚園の就園奨励に（1,963 万円）
●体育総合施設の整備に（5,043 万円）

●直鞍広域消防への負担金
に（２億7,443 万円）

●消防団の運営費などに（2,762 万円）

● 水 田 農 業 の
機械導入支援に

（1,108 万円）●園芸産地の育成に（3,098
万円）●多面的機能の交付金に（4,361
万円）●計画転作の推進に（1,474 万円）

●元気まつりに（257 万円）
●特産品の販売促進に（314 万円）

◉平成30年度はこのような事業にお金を使います

民生費

総務費

消防費

商工費

農林水産業費土木費

教育費

衛生費

平成30年度の鞍手町の予算が６月議会定例会で
決まりました。創意工夫をしながら、より良い
まちづくりを進めていきます。

76億5,077万円一般会計

予算
平成30年度
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町内の世帯で浸水被害が発生

状況に応じて発令された３つの避難情報

　平成 30 年台風第７号及び梅雨前線等に伴う大雨災害により、西日
本を中心に甚大な被害が発生しました。
　鞍手町においても、７月５日正午ごろから６日夜にかけて断続的に
雨が降り続き、各地で道路が冠水したり、西川が氾

は ん ら ん

濫危険水位に到達
したりと大きな影響を受けました。また、85 世帯が浸水被害（※１）
を受けました。

（※１）浸水被害発生状況

（※２）避難情報の種類と意味

行政区 浸水世帯数 床上 床下 その他
上新橋 44 1 32 11
中本町 21 0 15 6
北区 6 0 6 0
八尋 1 0 1 0
猪倉 1 0 1 0
南区 1 0 1 0
本町 7 0 7 0
永谷 4 0 1 3
計 85 1 64 20

区分 求める行動
避難準備

・
高齢者等避難開始

人的被害の発生する可能性が高まった状況の際に発令され、住民に対し、避難の準備や自主避難を求め、特
に避難時に時間を要する住民には避難所等への避難を求めるものです。

避難勧告 人的被害の発生する可能性が明らかに高まった状況の際に発令され、住民に対し、避難所等への避難を求め
るものです。

避難指示 人的被害の発生する危険性が非常に高まった状況の際に発令され、住民に対し、避難所等への避難を強く求
めるものです。

　町では、今回の大雨災害時に気象警報や町内の様子を注視しながら、段階的に「避難準備・高齢者等避難開始」「避
難勧告」「避難指示」を発令し、最大（避難指示発令時）で９か所の避難所を開設しました。
　災害から身を守るには、避難情報の意味（※２）を正しく理解し、災害発生時の行動や避難場所について家族で 
話し合っておくことが大切です。

平成30年７月豪雨
災害対応・被害状況について
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○くらてまち振興券【商品券】
　▷発行冊数 =4,500 冊▷１冊 =10,000 円（500 円× 22 枚つづり =11,000 円分）　※１人につき５冊

まで購入可能（15 歳以下の人は保護者の同伴が必要です）▷使用期限 = 平成 30 年 12 月 31 日

○くらてまち振興券【リフォーム券】
　▷発行冊数 =250 冊▷１冊 =100,000 円（10,000 円× 11 枚つづり =110,000 円分）　※１世帯につ

き５冊まで購入可能▷使用期限 = 平成 30 年 12 月 31 日
　※事前に施工予定のリフォーム券取扱店と打ち合わせをし、購入申込書に見積書を添えてご

　提出ください。申込書類に不備がある場合は、購入をお断りをする場合があります。また、
　施工後、リフォーム前とリフォーム後の写真の提出が必要です。

鞍手町商工会では、昨年に引き続き鞍手町と福岡県の支援により、くらてまち振興券（プレミアム付き
商品券）を販売します。

この振興券は町内の活性化策の一環として消費の喚起を促すことを目的としています。
今年は、総額 7,000 万円に 10％のプレミアムがつきます。一般の商品購入に加え、家のリフォーム、

下水道工事などにも利用することができます。この機会を逃さず、ぜひご活用ください。

●くらてまち振興券【登録店募集】
　鞍手町商工会では、随時、新規取扱登録店の申し込みを受け付け　
ています。詳しくはお問い合わせください。

完
売
ま
で

発売日 平成 30 年９月２日（日）午前９時から午後４時まで
（完売した時点で終了）

販売場所
くらじの郷勤労者ふれあい棟・体育館（鞍手町総合福祉センター）
昨年と場所が異なりますのでご注意ください。
※土足厳禁のため、入り口に履き物用の袋を準備しています。
※残券がある場合は、９月３日（月）以降の平日午前９時から午後５時まで、
　鞍手町商工会にて販売します

利用方法 利用店登録されている町内のお店・事業所で利用できます
（振興券取扱のステッカーが目印です）

※車検の法定費用、プロパンガスの使用料、医療保険の適用のある診察料や薬代、家賃や
月極駐車場代、交通機関の定期代、保育料の支払い、出資や債務の支払い、寄附、有価証
券、商品券、図書カード、年賀状、はがき、印紙、切手、ビール券、清酒券、プリペイドカー
ドの購入、たばこ、電子マネーなどには利用できません。

※つり銭が出ませんので、あらかじめご了承ください。
※登録店は、後日町内各所に掲示予定のポスターや新聞折込チラシ、商工会窓口で配布する

チラシに記載しますので、そちらをご確認ください。一部使用できないお店や事業所、購
入できない商品などがありますので、ご了承ください。

商品券・リフォーム券

総額7,000万円

プレミアム10%付き�



　７月の風物詩「七夕飾り」。今年も町立保育所の園児たちが色と
りどりのかわいい七夕飾りを手作りして、西川第一保育所は役場に、
古月保育所は中央公民館に贈りました。また、剣第一保育所の年
長児は鞍寿の里を訪問し、デイケアに来ていたおじいちゃん、おば
あちゃんたちと七夕ふれあい会を行いました。小さな彦星と織姫
に「かわいい」「元気やね」「こっちにきて」の声。一緒に『たなばた』
を歌ったり、手遊びをしたり“あったか心”を分け合うことができ
たようです。短冊に込められたみんなの願いが叶いますように。

七夕に願いを込めて
▶町立保育園児から七夕飾りの贈りもの

まちの話題 My Town Topics
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　７月 10 日、古月小学校の３年生が、17 日には西川小学校の 3
年生が大豆の種まきに挑戦しました。今年で 13 年目を迎えるこの
事業は、食育の活動に取り組む鞍手町農業女性の会の皆さんの協
力のもと行われているものです。児童たちは女性の会の皆さんか
ら指導を受けながら手際よく種をまき、土を被せていました。こ
れから８月には紫色の花を咲かせ、10 月には枝豆を収穫する予定
です。また、児童たちは大豆を使った豆腐作りや味噌汁作りなど
にも挑戦し、大豆を通して様々なことを学んでいきます。

未来にタネをまこう
▶古月小学校と西川小学校の３年生が大豆の種まきにチャレンジ

　７月８日、くらじの郷で町立保育所主催の地域子育て支援行事が行われました。大雨の影響
で参加者が集まるか心配されましたが、多くの親子連れが参加し、保育所の先生と一緒に体操
や手遊びをしたり、劇団バクの「花さかじいさん」の人形劇をみて楽しんでいました。子どもた
ちは、やさしいおじいさんや犬のポチの姿に笑顔になったり、意地悪じいさんの登場にドキドキ
したり、間近でみる迫力ある人形劇に引き込まれ、最後まで夢中になっている様子でした。

静かにお話聞けたかな？
▶くらじの郷で地域子育て支援行事
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心ちゃん
平成29年８月18日生まれ

松
ま つ お
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心ちゃん
平成29年８月18日生まれ

町
ま ち だ

田正
ま さ し げ

茂くん
平成29年８月７日生まれ
マー君、１歳のお誕生日おめで
とう�あなたは、優しい笑顔で
みんなを幸せにする力を持っ
ています。そんなマー君が元気
いっぱいスクスクと成長して
くれることをパパもママも楽
しみにしているよ�（父　茂さ
ん・母　裕子さん・中山）

安
や す だ

田匠
た く と

杜くん
平成27 年８月３日生まれ
たっくん、３歳の誕生日おめで
とう�ずいぶん身長も伸びて
きたね。弟も生まれてお兄ちゃ
んになって、来年はいよいよ幼
稚園デビュー。元気いっぱい、
弟想いのやさしいお兄ちゃん
になってね。（父　智弘さん・
母　桂子さん・中山）

８月生まれすくすく日記

金
か ね だ

田凌
り ょ う た

汰くん
平成29年８月28日生まれ
りょうた、１歳のお誕生日おめ
でとう�家族みんな、あなた
が可愛くてたまりません（笑）。
毎日笑顔にさせてくれてあり
がとう。兄たん、姉たんたちと
仲良く元気に大きくなってね�

（父　直也さん・母　由紀さん・
中山）

　広報「すくすく日記」のコーナーでは、発行月に誕生日を迎える満３歳までのちびっ子
を募集しています。９月生まれは、８月10日（金）までに、役場政策推進課政策係
☎４２局２１１１番（jouhou@town.kurate.lg.jp）へお申し込みください。

あこちゃん、りこちゃん、１歳のお誕生日おめでとう♡たくさん
寝て、食べて、いつもニコニコしてる２人が大好きだよ♡♡たく
さん癒してくれてありがとうねっ♡これからの成長を楽しみに
してるよ�（父　甚さん・母　麻緒さん・永谷）



朗
読
サ
ー
ク
ル「
こ
だ
ま
の
会
」で

は
、
次
の
と
お
り
朗
読
発
表
会
を
開

催
し
ま
す
。今
年
も
た
く
さ
ん
の
作
品

を
朗
読
し
ま
す
。ぜ
ひ
、お
誘
い
合
わ

せ
の
う
え
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

●
と
き　

９
月
１
日
（
土
）
午
後
１

時
30
分
か
ら

●
と
こ
ろ　

く
ら
じ
の
郷

●
朗
読
す
る
作
品　

崩
浪
亭
主
人
、
か

じ
か
び
ょ
う
ぶ
、
四
月
馬
鹿
な
ど

●
問
い
合
わ
せ　

松
浦
み
ち
子
☎
４

２
局
７
８
７
５
番
ま
で

ま
ぶ
た
を
と
じ
て
心
で
聴
く

朗
読
会
へ
ど
う
ぞ

●
朗
読
サ
ー
ク
ル
「
こ
だ
ま
の
会
」

2018.８−６

楽しかったこと、悲しかったこと、思い出、地域のできごと、イラストや
マンガ、エッセイ、サークルのお誘い、趣味や宝物、広報へのご意見・ご
感想などどしどしお寄せください。あなたの住所、名前、年齢、電話番号
も忘れずに。投稿された人には、記念品を差し上げます。 ひろば読者の

皆さんの
ページ
です。

鞍
手
町
子
ど
も
会
連
絡
協
議
会

で
は
、
子
ど
も
フ
ェ
ス
タ
く
ら
て

２
０
１
８
を
開
催
し
ま
す
。
今
年
も

地
域
の
子
ど
も
た
ち
が
ユ
ニ
ー
ク
な

イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

●
と
き　

８
月
26
日
（
日
）
午
前
９
時

か
ら
午
後
２
時
30
分
ま
で

●
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
周
辺

●
内
容　

カ
レ
ー
・
焼
き
そ
ば
・
か
き

氷
・
販
売
、
お
ば
け
屋
敷
、
ビ
ン
ゴ

大
会
な
ど

●
問
い
合
わ
せ　

教
育
課
生
涯
学
習

係
（
中
央
公
民
館
内
）
☎
４
２
局

７
２
０
０
番
ま
で

夏
休
み
最
後
の
日
曜
日
は

子
ど
も
フ
ェ
ス
タ
で

思
い
っ
き
り
遊
ぼ
う
�

●
鞍
手
町
子
ど
も
会
連
絡
協
議
会

求
む
。力
作
。自
信
作
。

鞍
手
美
術
展
の

出
品
作
品
を

募
集
し
ま
す

●
鞍
手
美
術
協
会

第
60
回
鞍
手
美
術
展
が
次
の
と

お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。
鞍
手
美
術

協
会
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら

出
品
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

●
開
催
期
間
・
場
所　

10
月
12
日

（
金
）
か
ら
14
日
（
日
）
ま
で
・

中
央
公
民
館

●
募
集
作
品　

▽
一
般
の
作
品（
高

校
生
を
含
む
）
＝
絵
画
、
書
道
、

写
真
、
服
飾
工
芸
、
彫
刻
工
芸
、

陶
芸
、生
花
▽
小
・
中
学
生
の
作

品
＝
な
ん
で
も
出
品
で
き
ま
す

●
応
募
の
決
ま
り　

▽
絵
画
＝
洋

画
は
必
ず
額
縁
に
入
れ
る
▽
書

道
＝
本
表
装
ま
た
は
仮
巻
（
裏

打
ち
）
を
す
る
▽
写
真
＝
四
つ

切
り
大
以
上
を
台
紙
に
は
る
か

額
縁
に
入
れ
る

●
出
品
料　

１
部
門
に
つ
き
千
円

●
申
込
期
間　

８
月
27
日
（
月
）

か
ら
９
月
14
日（
金
）ま
で（
土
・

日
は
除
く
）。
時
間
は
午
前
９

時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

開

催
要
項
や
、
出
品
票
は
８
月
27

日
（
月
）
か
ら
中
央
公
民
館

に
用
意
し
て
い
ま
す
。
詳
し

い
こ
と
は
美
術
協
会
事
務
局

（
中
央
公
民
館
内
）
☎
４
２
局

７
２
０
０
番
ま
で

粘土 森  恵津子さん
（新北）

ミニ野菜のピラミッドです。樹脂粘土で作
成しました。ミニ野菜200個を作り、アレ
ンジしています（縦：30cm、横：22cm）

◀くらじの郷

◀赤れんが

鞍
手
町
教
育
委
員
会
で
は
、
少
年

期
に
お
け
る
人
権
意
識
の
向
上
を
め

ざ
す
人
権
教
育
啓
発
活
動
と
し
て
、

次
の
と
お
り
鞍
手
町
人
権
子
ど
も
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
人
権
学
習
や

自
学
学
習
、様
々
な
体
験
学
習
を
行
っ

て
お
り
、
随
時
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

詳
し
く
は
教
育
課
生

涯
学
習
係
☎
４
２
局
７
２
０
０
番
ま
で

人
権
子
ど
も
会
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

●
鞍
手
町
教
育
委
員
会

鞍手町教育委員会では次のとおり「人権問題地区学習会」を開催
します。人権問題について、みんなで一緒に考えてみませんか。なお、
対象地区外の学習会にもご参加いただけます。

とき ところ 講師

９月７日（金） 西川小学校 宮崎　保さん（シンガーソングライター）

【対象地区】新北、長谷、八尋、八尋中央

● 問い合わせ　教育課生涯学習係（中央公民館内）☎４２局７２００
番まで

11 月 17 日（土） 鞍手中学校 粗忽家勘心さん（人権落語家）

【対象地区】中山本村、立林、上新橋、中本町、城ヶ崎、新中山

10 月 20 日（土） 室木小学校 芦屋浩一さん（HRE Actions）

【対象地区】八尋神田、神田、室木

11 月 10 日（土） 古月小学校 金　妙穂さん（福岡朝鮮歌舞団・団長）

【対象地区】上木月、木月、古門、神崎、古門北区、倉坂

10 月 13 日（土） 剣南小学校 芦屋浩一さん（HRE Actions）

【対象地区】本町、大池、今村、小牧、幸町、南区、猪倉

地区学習会のお知らせ
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Relay Essay

私
は
鞍
手
町
で
生
ま
れ
育
ち
41
年
に
な

り
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
出
会
い
や
た
く
さ

ん
の
思
い
出
が
こ
の
鞍
手
町
に
あ
り
ま
す
。

い
ろ
ん
な
人
に
支
え
ら
れ
背
中
を
押
し
て

い
た
だ
い
て
、
今
こ
う
し
て
前
へ
進
む
こ

と
が
で
き
て
い
ま
す
。

私
を
産
ん
で
育
て
て
く
れ
た
両
親
、
私

で
泣
い
た
り
、こ
ん
な
こ
と
で
笑
っ
た
り
、

そ
ん
な
41
年
間
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
人
生
も
ま
だ
ま
だ
長
く
、 

こ
の
先
も
っ
と
学
ぶ
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ

る
と
思
い
ま
す
。
辛
い
思
い
も
、
楽
し
い

思
い
も
歩
い
て
進
む
。
た
ま
に
立
ち
止
ま

る
こ
と
も
必
要
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

私
の
背
中
を
押
し
て
く
れ
た
方
、
私
に

勇
気
を
与
え
て
く
れ
た
方
、
こ
の
気
持
ち

を
ず
っ
と
忘
れ
ず
に
、
こ
の
先
も
し
誰
か

が
道
を
見
失
い
そ
う
に
な
っ
た
時
に
、
今

度
は
私
が
そ
の
人
の
背
中
を
押
す
こ
と
の

で
き
る
存
在
に
な
れ
た
ら
い
い
な
ぁ
っ
て

思
っ
て
い
ま
す
。

を
大
切
に
し
て
く
れ
た
家
族
、
私
に
力
を

く
れ
た
友
人
。
本
当
に
感
謝
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。

時
に
は
迷
い
、
周
り
が
見
え
な
く
な
っ

て
し
ま
う
事
も
あ
り
、
私
一
人
の
力
だ
け

で
は
越
え
ら
れ
な
か
っ
た
壁
も
何
度
も
あ

り
ま
し
た
。
振
り
返
る
と
、
あ
ん
な
こ
と

そ
れ
で
も
常
に
感
謝
と
い
う
気
持
ち
を
い

つ
ま
で
も
持
ち
続
け
て
生
き
て
い
き
た
い

で
す
。

鞍
手
町
で
生
ま
れ
、
鞍
手
町
で
育
ち
、

鞍
手
町
で
の
思
い
出
。
私
に
と
っ
て
す
べ

て
が
意
味
の
あ
る
こ
と
だ
と
、
私
は
そ
う

考
え
て
い
ま
す
。

今
の
私
に
は
夢
が
あ
り
、
そ
の
夢
を
叶

え
た
い
で
す
。
そ
の
夢
が
叶
っ
た
と
き
に

私
の
41
年
間
は
無
駄
な
ん
か
で
は
な
か
っ

た
と
胸
を
張
っ
て
言
い
た
い
と
心
に
決
め

て
い
ま
す
。

き
っ
と
未
来
は
明
る
い
さ
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

門
司
晃
幸
さ
ん
（
中
山
・
41
歳
）

VOL
232

リ
レ
ー
エ
ッ
セ
ー　
晴
れ
た
ら
い
い
ね
。

すてきな作品をお待ちしています

ねんど細工や絵、書、紙細工、陶
芸、俳句、短歌など自慢の一品は、
ありませんか。「広報ぎゃらりー」
では、紙面を彩るあなたの作品を
お待ちしています。作品について
の 100 字以内の感想もお願いし
ます。役場政策推進課☎４２局
２１１１番まで、ご連絡ください。

広報
ぎゃらりー

手編み
『マーベラスベスト』
モチーフ12枚輪にと
じ、後身頃、衿ぐりし
肩でとじる。裾はあと
で編みました。

竹松孝子さん
（手編み教室）

樫山たず子さん
（木洩れ日俳句会）俳句

４月早々に田植
えが終わり、苗も
緑濃くなった頃、
いつもの散歩道で
田んぼのとこに差
し掛かると、その
日はなんとも心地
よい風が吹いてい
て、思わず歩幅を
ゆるめ、ゆっくり
歩いたときの俳句
です。

青
田
風  

歩
幅
ゆ
る
め
る  

散
歩
道

次
回
は
、
首
藤
純
子
さ
ん
（
小
牧
）
で
す
。

高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
集
ま
っ
て
楽
し
め
る

“
カ
フ
ェ
”
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

●
鞍
手
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

鞍
手
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
認
知
症
の
人
や
そ

の
家
族
の
悩
み
相
談
と
情
報
交
換
、
専
門
職
に
よ
る
健
康
相
談

を
行
っ
て
い
ま
す
。
町
内
２
か
所
の
“
カ
フ
ェ
”
で
は
、
高
齢

者
向
け
の
体
操
や
脳
ト
レ
、
茶
話
会
な
ど
楽
し
い
行
事
を
た
く

さ
ん
予
定
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
友
達
と
ご
一
緒
に
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

●
カ
フ
ェ
「
く
ら
じ
の
郷
」　

▽
と
き
＝
毎
月
第
１
木
曜
日
の
午

前
10
時
30
分
か
ら
▽
と
こ
ろ
＝
く
ら
じ
の
郷  

研
修
室

●
カ
フ
ェ
「
赤
れ
ん
が
」　

▽
と
き
＝
毎
月
第
２
水
曜
日
の
午
前

11
時
か
ら
▽
と
こ
ろ
＝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
赤
れ
ん
が
（
八

尋
７
７
７
番
地
）

●
参
加
費　

１
回
に
つ
き
１
０
０
円

●
問
い
合
わ
せ　

鞍
手
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
４
３
局

３
０
１
９
番
ま
で

◀くらじの郷

◀赤れんが
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国
民ほん
大好き

中央公民館図書室☎42局7200番

中央公民館
図書室からの
お知らせですINFORMATION

／８月の休館日は、１日（水）です／開館時間は午前９時から午後５時まで（１階ロビー・返却窓口は午後９時 30 分まで）
／返却期限が過ぎている本は、至急ご返却ください

30代半ば、カフェで副店長をしてい
るメイ。彼氏も好きな人もいないが、
それなりに充実した日々を送って
いる。でも、結婚や出産、仕事の昇
進試験から目を逸らしつづけては
いけないこともわかっていて…。

大人になったら、
作＝畑野智美

中でもこの本がオススメです。

　　一般の本

・わたし、定時で帰ります。（作＝朱野帰子）
・玉村警部補の巡礼（作＝海道　尊）
・ふたりみち（作＝山本幸久）

今月新しく入りました。

　　子どもの本

・ぎゅうってだいすき（作＝きむらゆういち）
・ぎょうれつのできるチョコレートやさん（作＝ふくざわゆみこ）
・じてんしゃ  がしゃがしゃ（作＝かさいまり）

今
か
ら
80
年
以

上
も
前
に
書

か
れ
た
本
だ

が
、
今
読
ん
で
も
十

分
に
通
用
す
る
本
で

あ
る
。
コ
ペ
ル
君
と
よ

ば
れ
る
中
学
２
年
生
の

男
児
の
日
常
と
、
叔
父

さ
ん
と
の
心
の
交
流
の

中
で
、
コ
ペ
ル
君
が
成

長
し
て
い
く
姿
が
描
か

れ
て
い
る
。
貧
困
・
友

情
・
い
じ
め
等
、
古
く

て
新
し
い
テ
ー
マ
に
つ

い
て
だ
が
素
直
に
納
得

で
き
る
よ
う
に
書
か
れ

て
い
る
。
ジ
ャ
ン
ル
は

児
童
文
学
だ
が
、
大
人

が
読
ん
で
も
充
分
に
面

白
い
。
巻
頭
の
池
上
彰

氏
の
説
明
を
読
む
と
わ

か
り
や
す
い
。
同
名
の

漫
画
も
あ
り
、
そ
ち
ら

も
お
す
す
め
。

の

本
だ
な

山の中に住むたぬきのあさぎり姉さんが、ニンゲンの大都
会の中のたぬき村へお嫁入り。山に住むたぬきたちにして
みれば、都会のほうがへんぴな場所、「へき地」なのです。
そんなところへお嫁にいくなんて…。妹たぬきは、とっ
ても不安。はじめて見るものばかりの都会の中、ニンゲ
ンにばけた、たぬきたちの珍道中。

たぬきの花よめ道中
作＝最上一平

わ
た
し
を

離
さ
な
い
で

作
＝
カ
ズ
オ  

イ
シ
グ
ロ

第
一
部
ヘ
ー
ル

シ
ャ
ム
時
代
、

第
二
部
コ
テ

ー
ジ
時
代
、
第
三
部
社

会
人
時
代
と
い
う
構
成

に
な
っ
て
い
て
、
わ
た

し
の
回
想
と
い
う
形
で

綴
ら
れ
て
い
る
。
読
み

進
め
て
い
く
う
ち
に
、

文
中
に
で
て
く
る
介
護

人
と
提
供
者
の
意
味
が

わ
か
る
。そ
の
時
点
で
、

読
者
が
ど
う
感
じ
、
ど

う
考
え
る
か
が
問
わ
れ

て
い
る
よ
う
な
気
が
す

る
。
臓
器
提
供
や
ク
ロ

ー
ン
人
間
が
は
た
し
て

人
類
の
進
歩
と
い
え
る

の
か
？
医
学
の
発
達
に

伴
い
長
生
き
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
今
、
問
題

提
起
と
し
て
の
小
説
と

も
受
け
取
れ
る
本
で
あ

る
。

君
た
ち
は

ど
う
生
き
る
か

作
＝
吉
野  

源
三
郎

※８月の新刊は、２日（木）からの貸出となります。

本
は
知
識
を
深
め
る
だ
け
で
な
く
、

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
広
げ
て
く
れ
ま
す
。

新
た
な
本
と
の
出
会
い
は
新
た
な
人
と
の
出
会
い
の
始
ま
り
。

広
が
る
本
だ
な
で
は
、
新
た
な
本
と
の
出
会
い
の
場
と
し
て
、

毎
月
お
す
す
め
の
本
を
２
冊
紹
介
し
ま
す
。

今
月
の
紹
介
者
は
由
衛
久
子
さ
ん
（
文
庫
連
絡
会
）
で
す
。

広
が
る
本
だ
な

子どものお話の会
中央公民館内のこどものとしょしつで、子ど

もを対象としたお話の会を行います。親子で聞
きに来てみませんか。
● とき　８月11日（土・祝）午前 11 時から
● ところ　中央公民館（こどものとしょしつ）
● 問い合わせ　中央公民館まで
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Health寶珠山看護師の

調子は
いかが？
くらて病院☎42局1231番

くらて病院スタッフ。
からの健康。

アドバイスです。 ADVICE

寶
珠
山
加
代
・
ほ
う
し
や
ま
か
よ　

地
方
独
立
行
政
法
人
く
ら
て
病
院
地
域
連
携
室
勤
務
。
慢
性
呼
吸
器
疾
患
看
護
認
定
看
護
師
。

 

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
（
シ
ー
オ
ー
ピ
ー

デ
ィ
）
と
は
、慢
性
気
管
支
炎
と
肺

気
腫
と
い
う
病
気
の
総
称
で
慢
性

閉
塞
性
肺
疾
患
の
こ
と
を
指
し
、

発
症
者
の
90
パ
ー
セ
ン
ト
は
喫
煙

歴
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

長
年
に
わ
た
り
タ
バ
コ
や
大
気

汚
染
な
ど
有
害
物
質
を
吸
い
込
む

こ
と
に
よ
っ
て
、
肺
や
気
管
支
に

慢
性
的
な
炎
症
（
気
管
支
が
細
く

な
る
、
あ
る
い
は
気
管
支
の
先
に

あ
る
肺
胞
が
壊
れ
る
）
を
起
こ
す

病
気
で
す
。

厚
生
労
働
省
の
統
計
に
よ
る

と
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
に
よ
る
死
亡
順
位
は

男
性
で
高
く
、
２
０
１
６
年
に
は

８
位
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
の
見

通
し
と
し
て
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
の
死
亡
順

と
き
息
苦
し
く
な
る
」「
外
出
の
と

き
に
携
帯
用
酸
素
ボ
ン
ベ
が
必
要

に
な
る
」「
在
宅
時
に
酸
素
吸
入
が

必
要
に
な
る
」
な
ど
、
今
ま
で
当

た
り
前
に
で
き
て
い
た
生
活
が
送

れ
な
く
な
る
た
め
、
治
療
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
の
診
断
に
は
、
問
診

や
ス
パ
イ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
い
う
機

械
を
使
っ
た
呼
吸
機
能
検
査
が
あ

り
、
肺
活
量
と
息
を
吐
く
時
の
空

気
の
通
り
や
す
さ
を
み
ま
す
。
Ｃ

Ｏ
Ｐ
Ｄ
の
疑
い
が
あ
れ
ば
、
胸
部

レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
や
血
液
検
査
な

ど
詳
し
く
調
べ
て
い
き
ま
す
。

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
の
第
１
の
治
療
法
は

禁
煙
で
す
。
そ
し
て
、
薬
物
療

法
（
内
服
薬
や
外
用
薬
、
吸
入
な

位
は
上
が
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま

す
。
疫
学
調
査
研
究
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
ス

タ
デ
ィ
（
２
０
０
１
年
）
よ
る
と
、

40
歳
以
上
の
日
本
人
の
う
ち
、
約

10
人
に
１
人
が
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
の
疑
い

が
あ
る
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
う
ち
治
療
を
受
け
て
い
る
の

は
８
・
６
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
に
過

ぎ
ず
、気
づ
い
て
い
な
い
、も
し
く

は
正
し
く
診
断
さ
れ
て
い
な
い
と

い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
Ｃ

Ｏ
Ｐ
Ｄ
は
、「
せ
き
が
し
つ
こ
く
痰

が
か
ら
む
」
や
「
坂
道
や
階
段
の

上
り
下
り
（
運
動
）
で
息
切
れ
す

る
」「
同
年
齢
の
歩
く
ス
ピ
ー
ド
に

つ
い
て
い
け
な
い
」「
風
邪
が
治
り

に
く
く
、
せ
き
や
痰
が
出
る｣

な

ど
よ
く
あ
る
症
状
で
「
年
だ
か
ら
」

「
運
動
不
足
だ
か
ら
」
と
見
過
ご
さ

れ
や
す
い
の
で
す
。
し
か
し
、
症

状
が
進
行
す
る
と
「
息
苦
し
く
て

外
出
が
で
き
な
い
」
や
「
入
浴
の

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
と
は

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
の
診
断
方
法

早
期
発
見
・
早
期
治
療
を

命
に
か
か
わ
る
危
険
な
症
状

治
療
が
で
き
ま
す

？
テ
レ
ビ
な
ど
で
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
と
い
う
言
葉
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
病
気

で
す
か
？
（
50
歳
・
男
性
）

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
は
肺
や
気
管
支
に
慢
性
的
な
炎
症
を
起
こ
す
病
気
で
す
。
病
気
が
進
行

す
る
と
日
常
生
活
に
支
障
を
き
た
し
、
死
に
至
る
危
険
性
も
あ
る
た
め
、
早
期
の

発
見
と
治
療
が
大
切
で
す
。

【
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
】

ど
）
や
呼
吸
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
（
運
動
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

症
状
に
あ
わ
せ
、
こ
れ
ら
の
治
療

方
法
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ

り
、
病
気
の
進
行
を
抑
え
、
症
状

を
改
善
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
は
、
早
期
に
発
見
し

早
期
に
治
療
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
喫
煙
歴
の
あ
る
40
歳
以
上
の

方
で
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
の
症
状
に
心
当

た
り
の
あ
る
方
は
、
ま
ず
は
呼
吸

器
内
科
の
あ
る
病
院
の
受
診
を
お

勧
め
し
ま
す
。
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いきいき
健康

だより
総合福祉センター☎42局8812 番

健康や各種健診
についての
お知らせですINFORMATION

妊娠がわかったら、早めに母子健康手帳の交付を
受けましょう。妊娠中の生活や制度などについて保
健師が説明します。
● とき　毎週水曜日の午前 10 時から 11 時 30 分ま

で。必ず妊婦本人がお越しください。日程の都合
がつかない場合はご相談ください

● ところ　総合福祉センター保健棟
● 必要なもの　妊娠届出書（ある人のみ）、個人番

号カードまたは個人番号通知カードと本人確認が
できるもの（運転免許証等）

母子健康手帳の交付

施設健診（個別健診）のご案内
特定健診は医療機関でも受診できます。生活習慣

病予防のためにも年に 1 度は必ず健診を受けましょ
う。特定健診は鞍手町国民健康保険に加入している
40 歳から 74 歳までの人が対象です。
● 健診受診場所　かかりつけの医療機関
● 申込方法　「特定健診受診券」を送付しますので、

役場保険健康課健康増進係まで申し込みください

直方鞍手地域救急の日のつどい
直方鞍手地域救急の日のつどいが次のとおり行われ

ます。もしもの時の備えとして、積極的に参加し、救急
医療についての正しい知識・理解を深めましょう。
● とき　９月９日（日）午前 10 時 30 分から午後０

時 30 分まで
● ところ　イオンモール直方  チューリップコート
● 内容　講演「救急医療の重要性について」、心肺

蘇生法、AED 体験、救急クイズ、パネル展示等
● 問い合わせ　福岡県嘉穂・鞍手保健福祉環境事

務所総務企画課企画指導係実行委員会事務局 
☎（０９４８）２１局４８７６番まで

予防接種とは、ワクチンを接種して感染症が流行
するのを防いだり、病気にかからないように、またか
かっても重症にならないようにするためのものです。

MR（麻しん・風しん混合）ワクチンの接種について、
対象となる人に個別に通知しています。期限を過ぎ
ると実費（有料）での接種となりますので、早めに
予防接種を受けましょう。
●１期対象者　１歳から２歳未満。期限は２歳の誕

生日前日です
● ２期対象者　平成 24 年４月２日から平成 25 年４

月１日生まれ。期限は平成 31 年３月 31 日です

予防接種を受けましょう�

Health

　８月の乳幼児健診は次のとおりです。該当者には
事前に通知をしています。ご確認ください。
● とき　健診の内容によって異なりますので詳細は

通知（案内）書をご確認ください
● ところ　総合福祉センター保健棟
● 内容　身体測定・問診・小児科医診察・育児相談・

栄養相談など

乳幼児健診・相談

区　分 期　日 対象児

４か月健診 ８月９日㈭ 平成 30 年 3 月 15 日から
平成 30 年 4 月 23 日生まれ

７か月健診
８月23日㈭

平成 29 年 12 月 29 日から
平成 30 年 1 月 25 日生まれ

12 か月健診 平成 29 年 8 月 1 日から
平成 29 年 8 月 31 日生まれ

１歳半健診
８月２日㈭

平成 29 年 1 月 6 日から
平成 29 年 2 月 2 日生まれ

３歳健診 平成 27 年 7 月 6 日から
平成 27 年 8 月 2 日生まれ

乳幼児相談 ８月７日㈫ 平成 30 年 5 月 12 日から
平成 30 年 6 月 8 日生まれ

※乳幼児相談は、身体測定・育児相談・栄養相談を行います。
　申し込みは不要です。お気軽にお越しください。

室内でも、外出時でも、のどの渇きを感じなくても、 
こまめに水分・塩分、経口補水液などを補給しましょう

こまめに水分補給する

暑い季節です。熱中症を予防しましょう ！ ！

室内では…
　⇢ 扇風機やエアコンで温度を調節する
　⇢ 遮光カーテン、すだれ、打ち水をする
　⇢ 室温をこまめに確認する
外出時には…
　⇢ 日傘や帽子の着用　⇢ 日陰の利用、こまめな休憩
　⇢ 天気の良い日は日中の外出をできるだけ控える
からだの熱の蓄積を避けるために…
　⇢ 通気性の良い、吸湿性・速乾性のある衣服を着用する
　⇢ 保冷剤、氷、冷たいタオルなどで、からだを冷やす

暑さを避ける
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COMMENT
国民年金からの

お知らせです
  年金の

そこが知りたい
役場国保年金係☎42局2111番

年金事務所では、スムーズな対応ができるよう、予約による年金相談を行っています。年
金記録や年金見込額の照会、老齢・遺族・障害年金の請求、死亡に関する手続きなどで来所
される場合は、事前予約をご利用ください。
●予約受付専用電話　☎０５７０－０５－４８９０
●予約受付時間　　　平日（月～金曜日）午前８時 30 分から午後５時 15 分まで
●予約相談時間　　　▷月曜日＝午前８時 30 分から午後６時まで

▷火～金曜日＝午前８時 30 分から午後４時まで
▷第２土曜日＝午前９時 30 分から午後３時まで

・予約は、希望日の１か月前から前日まで受付しています（当日の予約はできません）。
・予約時には、基礎年金番号の分かる年金手帳や年金証書などをご準備ください。
・お近くの年金事務所でも受付しています。
・年金の手続きは、本人の委任状があれば家族などでも行えます。詳しくは「予約受付専用電話」 

へお問い合わせください。

●問い合わせ　ねんきん加入者ダイヤル☎０５７０－００３００４
直方年金事務所☎２２－０８９１

年金相談・手続きには
　「予約相談」をご利用ください�

過去５年以内に納め忘れた国民年金保険料を納付することで、年金額が増えたり、納付し
た期間が不足して年金を受給できなかった人が年金受給資格を得たりすることができる「後
納制度」。この制度は平成 27 年 10 月から平成 30 年９月までの３年間に限り実施されており、
間もなく終了となります。

ご利用には「国民年金後納保険料納付申込書」の提出が必要です（９月28日まで）。詳しくは、
下記までお問い合わせください。

国民年金保険料の後納制度の
　　申込締切が近づいています�
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鞍手町パブリック・コメント制度

鞍手町中小企業振興基本条例とは？【担当：地域振興課地域振興係】
　中小企業が鞍手町の経済の発展に果たす役割の重要性を意識し
て今後について考え、その振興に関し、基本理念を定めるもので
す。町の責務、中小企業や経済団体等の役割を明らかにするとと
もに、地域経済の持続的発展の実現と町民生活の向上に貢献する
ことを目的とした条例です。

計
画
案
の
審
議

寄
せ
ら
れ
た
意
見
の
概
要
・
町
の
考
え
方
の
公
表

公
表
内
容

▽
意
見
の
概
要

▽
意
見
に
対
す
る
町
の
考
え
方

入
手
方
法

▽
役
場
、中
央
公
民
館
、く
ら
じ

の
郷
で
の
閲
覧

▽
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

意
見
を
考
慮
し
、
計
画
案
を
決
定

計
画
案
の
公
表

公
表
内
容

▽「
中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
」

の
案
及
び
そ
の
概
要

入
手
方
法

▽
役
場
、中
央
公
民
館
、く
ら
じ

の
郷
で
の
閲
覧

▽
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

意
見
の
提
出
方
法

郵
送
・
持
参
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

専
用
フ
ォ
ー
ム
な
ど

意
見
の
募
集

（
原
則
30
日
間
程
度
）

住
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
の  

意
見
を
募
集
・
受
付

＊＊パブリック・コメントの流れ＊＊

●
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
と
は

公
的
な
機
関
が
政
策
や
条
例
な
ど

を
制
定
し
よ
う
と
す
る
と
き
に
、
広

く
公
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
）
に
意
見
・
情
報
・

改
善
案
（
コ
メ
ン
ト
）
を
求
め
る
手

続
き
の
こ
と
を
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ

ン
ト
と
い
い
ま
す
。
鞍
手
町
で
は
、

住
民
参
画
制
度
の
手
法
の
一
つ
で
あ

る
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
制
度
」

を
導
入
し
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
多
様

な
意
見
・
情
報
等
を
政
策
や
条
例
な

ど
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
提
出
さ
れ
た
意
見
は
鞍

手
町
の
考
え
方
と
と
も
に
公
表
を
行

い
ま
す
。

●
条
例
案
の
情
報
入
手
方
法
は
？

多
く
の
意
見
を
い
た
だ
け
る
よ
う
、

次
の
公
共
施
設
で
公
表
す
る
ほ
か
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
。

▽
公
表
場
所
＝
役
場
、
中
央
公
民
館
、

く
ら
じ
の
郷

▽
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
＝

http://w
w

w
.tow

n.kurate.lg.jp

●
条
例
案
の
公
表
期
間 

８
月
１
日
（
水
）
か
ら
31
日
（
金
）

ま
で

●
提
出
方
法
は
？

▽
指
定
の
様
式
で
提
出

公
共
施
設
に
備
え
付
け
て
い
る
指

定
の
様
式
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
指
定
の
様

式
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

①
役
場
地
域
振
興
課
窓
口
へ
の
持
参

②
郵
便
・
フ
ァ
ッ
ク
ス

＊
指
定
の
様
式
を
利
用
で
き
な
い
場
合
は
、

➊
住
所
、
➋
氏
名
、
➌
連
絡
先
、
➍
提

出
日
、
➎
意
見
を
明
記
し
た
用
紙
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
提
出

パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な

ど
か
ら
意
見
の
提
出
が
で
き
る
よ
う
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
『
パ
ブ
リ
ッ

ク
・
コ
メ
ン
ト
専
用
フ
ォ
ー
ム
』
を

設
置
し
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先

役
場
地
域
振
興
課
地
域
振
興
係 

☎
４
２
局
２
１
１
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

４
２
局
５
６
９
３
番
ま
で

８月31日（金）意見提出期限

中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
へ
の

意
見
を
募
集
し
て
い
ま
す
!!



くらしの情報

今
月
の
納
税
（
８
月
）

●
町
県
民
税
︱
第
２
期
分

●
国
民
健
康
保
険
税
︱
第
３

期
分

納
期
限
は
８
月
27
日
（
月
）

で
す
。
納
期
限
を
過
ぎ
る
と

督
促
状
を
送
付
し
ま
す
。
督

促
手
数
料
は
１
通
に
つ
き

１
０
０
円
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
税
務

住
民
課
収
納
係
ま
で

今
月
の
納
付
（
８
月
）

●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
︱

第
２
期
分

納
期
限
は
８
月
27
日
（
月
）

で
す
。
納
期
限
を
過
ぎ
る
と

督
促
状
を
送
付
し
ま
す
。
督

促
手
数
料
は
１
通
に
つ
き

１
０
０
円
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
公
費
医
療
係
ま
で

納
税
は
安
心
・
便
利
で

確
実
な
口
座
振
替
で

個
人
が
納
め
る
町
税
は
、

口
座
振
替
に
す
る
と
金
融
機

関
へ
行
く
手
間
が
い
ら
ず
、

納
め
忘
れ
も
な
く
て
安
心
で

す
。
毎
月
15
日
ま
で
に
手
続

き
を
す
れ
ば
翌
月
か
ら
口
座

振
替
が
で
き
ま
す
。
ど
う
ぞ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
申
込
用

紙
は
町
内
の
金
融
機
関
や
役

場
税
務
住
民
課
に
あ
り
ま
す
。

●
必
要
な
も
の　

納
税
通
知

書
、
通
帳
、
通
帳
登
録
印

●
取
引
金
融
機
関　

直
鞍
農

協
、福
岡
ひ
び
き
信
用
金
庫
、

福
岡
銀
行
、
西
日
本
シ
テ
ィ

銀
行
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

●
振
替
日　

毎
月
25
日
（
金

融
機
関
が
休
み
の
場
合
は

次
の
営
業
日
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
税
務

住
民
課
収
納
係
ま
で

個
人
事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

個
人
事
業
税
第
１
期
分
の

納
期
限
は
８
月
31
日
（
金
）

で
す
。
個
人
事
業
税
の
納
税

は
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し

た
産
業
振
興
、
皆
さ
ん
の
安

全
・
安
心
の
向
上
を
図
る
た

め
、
重
要
な
も
の
で
す
。
忘

れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ　

口
座
振
替

の
利
用
方
法
な
ど
詳
し
く

は
、
飯
塚
・
直
方
県
税
事
務

所
事
業
税
係
☎（
０
９
４
８
）

２
１
局
４
９
０
３
番
ま
で

今
月
の
補
聴
器
相
談
日

８
月
の
補
聴
器
相
談
が
次

の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

●
役
場
で
の
相
談　

▽
と
き

＝
８
月
３
日
（
金
）
午
後
１

時
か
ら
２
時
ま
で
（
九
州
補

聴
器
セ
ン
タ
ー
）
▽
と
き
＝

８
月
９
日
（
木
）
午
前
11

時
か
ら
正
午
ま
で
（
九
州
リ

オ
ン
）
▽
と
き
＝
８
月
22
日

（
水
）
午
後
１
時
か
ら
２
時

ま
で
（
小
倉
補
聴
器
）

役
場
で
の
相
談
は
、受
付
順

の
番
号
札
を
配
布
し
ま
す
。

●
く
ら
て
病
院
で
の
相
談　

▽
と
き
＝
８
月
２
日
（
木
）

午
後
２
時
か
ら
５
時
ま
で

（
九
州
リ
オ
ン
）
▽
と
き
＝

８
月
23
日
（
木
）
午
後
２

時
か
ら
５
時
ま
で
（
池
田

補
聴
器
）
▽
と
き
＝
８
月

28
日
（
火
）
午
後
２
時
か

ら
４
時
30
分
ま
で
（
九
州

補
聴
器
セ
ン
タ
ー
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
福
祉

人
権
課
福
祉
係
ま
た
は
く

ら
て
病
院
ま
で

く
ら
し
の
困
り
ご
と
や

子
育
て
世
帯
の
悩
み
な
ど

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

福
岡
県
自
立
相
談
支
援
事

務
所
で
は
次
の
と
お
り
「
く

ら
し
・
し
ご
と
・
家
計
困
り
ご

と
相
談
室
」「
子
ど
も
支
援
オ

フ
ィ
ス
」
を
開
設
し
、
く
ら
し

の
中
の
困
り
ご
と
や
子
育
て

世
帯
の
悩
み
な
ど
に
つ
い
て
無

料
で
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

専
門
の
相
談
員
が
問
題
解
決

に
向
け
、
一
緒
に
考
え
な
が
ら

解
決
策
を
さ
が
し
ま
す
。
ま
ず

は
電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

●
と
き　

月
曜
日
か
ら
金
曜

日
ま
で
の
午
前
９
時
30
分

か
ら
午
後
５
時
30
分
ま
で

（
子
ど
も
支
援
オ
フ
ィ
ス
は

電
話
相
談
に
限
り
土
曜
日

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
）

●
と
こ
ろ　

福
岡
県
自
立
相

談
支
援
事
務
所
（
水
巻
町

頃
末
北
一
丁
目
１
２
番
１

２
号
１
階
）

●
く
ら
し
・
し
ご
と
・
家
計

困
り
ご
と
相
談
室　

▽
相

談
内
容
＝
家
計
、
就
労
、

生
活
全
般
▽
☎
（
０
９
３
）

２
０
３
局
１
６
３
０
番

●
子
ど
も
支
援
オ
フ
ィ
ス　

▽
相
談
内
容
＝
子
育
て
世

帯
の
困
り
ご
と
▽
☎
（
０
９

３
）
２
０
３
局
１
６
６
１
番

世
良
弁
護
士
の

無
料
法
律
相
談

世
良
洋
子
弁
護
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談
が
行
わ
れ
ま

す
。
受
付
は
７
人
ま
で
で
す
。

●
と
き　

８
月
10
日
（
金
）

▽
受
付
（
順
番
の
抽
選
）

＝
午
後
０
時
45
分
か
ら
▽

相
談
＝
午
後
１
時
か
ら
４

時
ま
で

●
と
こ
ろ　

く
ら
じ
の
郷

●
問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉

協
議
会
ま
で

税
等

日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８ ９ 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31

Calendar
2018 ８

☎ 問い合わせ先 ☎

く
ら
しの
情
報

●鞍手町役場…42 局 2111 番
　　　（FAX…42 局 5693 番）

●中央公民館…42 局 7200 番
●教育課…42 局 7200 番

●歴史民俗博物館…42 局 3200 番
●くらじの郷…42 局 8811 番

●社会福祉協議会…42 局 7800 番
●上下水道課…42 局 0408 番
●中央浄水場…42 局 0417 番
●くらて病院…42 局 1231 番

●鞍寿の里…42 局 1233 番
●鞍手駅…42 局 0980 番

●火災の発生状況…32 局 3211 番

13−2018.８

相
談



2018.８−14

一
人
で
悩
む
前
に


心
配
ご
と
相
談
へ
ど
う
ぞ

直
方
法
務
局
の
職
員
、
人

権
擁
護
委
員
、
行
政
相
談
委

員
の
皆
さ
ん
が
、
あ
な
た
の

悩
み
に
お
こ
た
え
し
ま
す
。

●
と
き　

８
月
27
日
（
月
）

▽
受
付
＝
午
後
０
時
45
分

か
ら
▽
相
談
＝
午
後
１
時

か
ら
３
時
ま
で

●
と
こ
ろ　

く
ら
じ
の
郷

●
問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉

協
議
会
ま
で

無
料
調
停
相
談
会
の

お
知
ら
せ

直
方
調
停
協
会
で
は
、
次

の
と
お
り
無
料
調
停
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。
法
律
問
題

で
あ
れ
ば
ど
の
よ
う
な
こ
と

で
も
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
と
き　

９
月
１
日
（
土
）
午

前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

●
と
こ
ろ　

ユ
メ
ニ
テ
ィ
の

お
が
た　

２
階
会
議
室

●
問
い
合
わ
せ　

直
方
調
停

協
会
☎
２
２
局
０
５
２
２

番
ま
で

地
元
で
農
業
を

始
め
て
み
ま
せ
ん
か

新
規
就
農
相
談
会
開
催

飯
塚
地
域
担
い
手
・
産
地

育
成
総
合
支
援
協
議
会
で
は
、

新
規
に
農
業
を
始
め
た
い
人

を
対
象
に
相
談
会
を
開
催
し

ま
す
。
こ
れ
か
ら
農
業
を
目

指
し
た
い
人
、
本
格
的
に
農

業
に
取
り
組
ん
で
み
た
い
人

は
一
度
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

就
農
や
就
業
に
向
け
た
研
修

や
支
援
制
度
の
説
明
、
そ
の

ほ
か
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

●
と
き　

８
月
14
日
（
火
）
午

前
10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

●
と
こ
ろ　

福
岡
県
飯
塚
農

林
事
務
所
飯
塚
普
及
指
導

セ
ン
タ
ー
（
飯
塚
市
小
正

３
１
９
番
地
１
）

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
飯

塚
農
林
事
務
所
飯
塚
普
及

指
導
セ
ン
タ
ー
☎
（
０
９

４
８
）
２
３
局
４
１
５
４

番
ま
で

ひ
と
り
親
家
庭
の
お
悩
み

役
場
出
張
相
談
会
で

ご
相
談
く
だ
さ
い

福
岡
県
ひ
と
り
親
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
飯
塚
ブ
ラ
ン
チ

で
は
次
の
と
お
り
、
ひ
と
り

親
家
庭
の
人
な
ど
を
対
象
に
、

役
場
で
就
業
相
談
や
養
育
費

相
談
等
を
行
い
ま
す
。

●
と
き　

８
月
８
日
（
水
）

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時

ま
で
（
予
約
不
要
）

●
と
こ
ろ　

役
場
１
階

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
ひ

と
り
親
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
飯
塚
ブ
ラ
ン
チ
☎
（
０

９
４
８
）
２
１
局
０
３
９

０
番
ま
で

行
政
書
士
に
よ
る

交
通
事
故
無
料
相
談
会

福
岡
県
行
政
書
士
会
で
は
、

次
の
と
お
り
交
通
事
故
無
料

相
談
会
を
行
い
ま
す
。

●
と
き　

９
月
８
日
（
土
）

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時

ま
で

●
と
こ
ろ　

宗
像
ユ
リ
ッ
ク

ス
●
相
談
内
容　

交
通
事
故
解

決
ま
で
の
流
れ
、
保
険
請

求
手
続
、
後
遺
症
認
定
申

請
手
続
な
ど
（
相
談
し
た

い
交
通
事
故
に
関
す
る
資

料
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
）

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
行

政
書
士
会
☎
（
０
９
２
）
６

４
１
局
２
５
０
１
番
ま
で

こ
こ
ろ
の
悩
み
を

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か

心
の
相
談
、
ア
ル
コ
ー
ル
・

薬
物
な
ど
の
依
存
症
に
関
す

る
こ
と
、
不
登
校
・
ひ
き
こ

も
り
に
関
す
る
こ
と
で
不
安

や
悩
み
が
あ
る
人
、
ま
た
そ

の
家
族
や
周
り
の
人
を
対
象

に
、
精
神
科
医
師
や
保
健
師

が
面
接
相
談
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
に
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
申
込
方
法　

相
談
は
予
約

制
で
す
。
日
時
等
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
電
話
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い

●
受
付
時
間　

平
日
の
午
前

８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時

15
分
ま
で

●
相
談
場
所　

直
方
総
合
庁

舎
（
直
方
市
日
吉
町
９
番

１
０
号
）、
飯
塚
総
合
庁
舎

（
飯
塚
市
新
立
岩
８
番
１
号
）

●
問
い
合
わ
せ　

嘉
穂
・
鞍

手
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

健
康
増
進
課
精
神
保
健
係

☎
（
０
９
４
８
）
２
１
局

４
８
７
５
番
ま
で

身
体
障
が
い
者
の

巡
回
相
談
に
つ
い
て

身
体
障
害
者
手
帳
を
持
つ

人
を
対
象
に
次
の
と
お
り
巡

回
相
談
を
行
い
ま
す
。
な
お
、

相
談
に
は
事
前
の
予
約
が
必

要
で
す
。

●
と
き　

９
月
11
日
（
火
） 

▽
午
前
の
部
＝
午
前
９
時

30
分
か
ら
11
時
30
分
ま
で

▽
午
後
の
部
＝
午
後
０
時

30
分
か
ら
２
時
ま
で
（
予

約
人
数
に
よ
り
午
前
の
部

の
み
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
）

●
と
こ
ろ　

直
方
市
役
所
８
階

●
相
談
内
容　

肢
体
不
自
由

の
補
装
具
費
の
支
給
、
修

理
に
関
す
る
こ
と
。
た
だ

し
、
電
動
車
い
す
、
座
位

保
持
装
置
、
重
度
障
害
者

用
意
思
伝
達
装
置
に
つ
い

て
は
相
談
の
み
で
判
定
は

行
い
ま
せ
ん

●
申
込
締
切　

８
月
17
日（
金
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
福
祉

人
権
課
福
祉
係
ま
で

直
鞍
ビ
ジ
ネ
ス

支
援
セ
ン
タ
ー

出
張
相
談
会
を
行
い
ま
す

直
鞍
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
セ
ン

タ
ー
「N

-biz

（
エ
ヌ
ビ
ズ
）」

は
直
方
市
が
設
置
し
て
い
る

無
料
の
経
営
相
談
所
で
す
。

直
鞍
地
区
で
が
ん
ば
る
商
店
、

個
人
事
業
主
や
中
小
企
業
、

こ
れ
か
ら
創
業
を
し
よ
う
と

考
え
て
い
る
人
の
「
起
業
し

た
い
」「
販
路
を
拡
大
し
た
い
」

「
売
上
を
上
げ
る
た
め
に
は
ど

う
す
れ
ば
い
い
の
？
」
な
ど

の
お
悩
み
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。
個
別
相
談
に
よ
る『
知

恵
出
し
』
で
あ
ら
ゆ
る
事
業

の
相
談
に
お
こ
た
え
し
ま
す
。

（
１
組
約
１
時
間
）

●
と
き　

８
月
16
日
（
木
）

午
前
９
時
か
ら
（
事
前
予

約
制
（
先
着
７
組
））

●
と
こ
ろ　

く
ら
て
学
園　

休
憩
室（
旧
鞍
手
南
中
学
校
）

●
問
い
合
わ
せ　

直
鞍
ビ
ジ

ネ
ス
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
２

８
局
７
０
８
１
番
ま
で

くらしの情報

お盆の期間は、ごみとし尿の収集日
が次のとおり変更になります。
●固形燃料用（燃える）ごみ　▷月曜・

木曜の収集地区＝ 13 日（月）は収集
を休みます▷火曜・金曜の収集地区＝
14 日（火）は収集を休みます

●粗大ごみ・燃えないごみ・ペットボト
ル　全地区変更ありません

●びん・缶類　第３水曜日の収集地区
は 15 日（水）の収集を 25 日（土）
に変更します

●し尿　▷剣・古月地区＝ 13 日（月）か
ら 15 日（水）まではくみ取りを休みま
す（タケマツ環境☎４２局４９１１番）

　▷西川地区＝ 11 日（土・祝）から 15
日（水）まではくみ取りを休みます（深
草環境サービス☎４２局０７１７番）

●問い合わせ　役場農政環境課生活環
境係まで

お
盆
は

ご
み
と
し
尿
の

収
集
日
が

変
わ
り
ま
す



くらしの情報

15−2018.８

お
父
さ
ん
お
母
さ
ん

忘
れ
な
い
で
ね

現
況
届
の
提
出
を

児
童
扶
養
手
当
と
特
別
児

童
扶
養
手
当
の
現
況
届
を
提

出
す
る
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
引
き
続
き
手
当
て

を
受
け
る
資
格
が
あ
る
か
ど

う
か
、
年
に
一
度
確
か
め
る

も
の
で
す
。
届
け
出
を
し
な

い
と
、
資
格
が
あ
っ
て
も
８

月
以
降
の
支
払
い
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

な
お
、
現
況
届
の
必
要
な
人

は
役
場
か
ら
通
知
し
ま
す
。

●
現
況
届
受
付
期
間　
　
　

▽
児
童
扶
養
手
当
＝
８
月

１
日
（
水
）
か
ら
31
日
（
金
）

ま
で
▽
特
別
児
童
扶
養
手

当
＝
８
月
10
日
（
金
）
か

ら
９
月
11
日
（
火
）
ま
で

●
届
出
・
問
い
合
わ
せ　

役

場
福
祉
人
権
課
児
童
人
権

係
ま
で

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
の

更
新
・
申
請
手
続
き
は

８
月
31
日
ま
で

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
は
、

母
子
家
庭
の
母
と
子
ど
も
、

父
子
家
庭
の
父
と
子
ど
も
、

父
母
の
い
な
い
子
ど
も
の
医
療

費
を
助
成
す
る
制
度
で
す
。
次

の
対
象
要
件
に
該
当
し
、
手
続

き
の
案
内
が
届
い
て
い
な
い
人

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
現
在
使
用
し
て
い

る
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
証

の
有
効
期
限
は
９
月
30
日
ま

で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
引
き

続
き
使
用
す
る
た
め
に
は
更

新
手
続
き
が
必
要
で
す
。
医

療
証
を
持
っ
て
い
る
人
に
は
、

更
新
手
続
き
の
案
内
を
郵
送

し
ま
す
。

●
と
き　

８
月
１
日
（
水
）
か

ら
31
日（
金
）ま
で（
土
・
日
・

祝
日
は
除
く
）。
時
間
は
午

前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５

時
15
分
ま
で
。
た
だ
し
木

曜
日
は
午
後
７
時
ま
で

●
と
こ
ろ　

役
場
保
険
健
康

課
公
費
医
療
係
窓
口

●
必
要
な
も
の　

同
封
の
通

知
書
に
記
載
の
と
お
り

●
対
象
要
件　

町
内
に
住
所

が
あ
り
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
人
で
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
。

①
生
ま
れ
て
か
ら
18
歳
の

誕
生
日
を
含
む
年
度
末
ま

で
の
間
に
あ
る
子
ど
も
を
、

現
に
扶
養
し
て
い
る
母
子

家
庭
の
母
と
父
子
家
庭
の

父
②
小
学
校
就
学
後
か
ら

18
歳
の
誕
生
日
を
含
む
年

度
末
ま
で
の
間
に
あ
る
母

子
家
庭
の
子
と
父
子
家
庭

の
子
、
父
母
の
い
な
い
子

※
所
得
制
限
が
あ
り
、
生

活
保
護
を
受
け
て
い
る
人

は
助
成
の
対
象
外
で
す

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
公
費
医
療
係
ま
で

く
ら
じ
の
郷

ふ
れ
あ
い
棟
の
休
館
日

く
ら
じ
の
郷
の
勤
労
者
ふ

れ
あ
い
棟
（
体
育
館
）
の
８

月
の
休
館
日
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

●
休
館
日　

６
日
（
月
）、
13

日
（
月
）、
19
日
（
日
）、

20
日
（
月
）、
27
日
（
月
）

で
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉

協
議
会
ま
で

定
住
促
進
奨
励
金
の

手
続
き
は
お
早
め
に
！

鞍
手
町
で
は
、
平
成
25
年

度
か
ら
町
内
に
住
宅
を
取
得

し
て
定
住
す
る
人
を
対
象
に
、

定
住
促
進
奨
励
金
を
10
年
間

交
付
す
る
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。
平
成
30
年
度
の
申
請

期
間
は
次
の
と
お
り
で
す
。

対
象
と
な
る
場
合
は
忘
れ
ず

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
交
付
に
は
要
件
が
あ
り

ま
す
。
詳
し
い
こ
と
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
請
期
間　

８
月
１
日

（
水
）
か
ら
10
月
31
日
（
水
）

ま
で
（
土
・
日
・
祝
日
は

除
く
）。
時
間
は
午
前
８
時

30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分

ま
で
。
た
だ
し
木
曜
日
は

午
後
７
時
ま
で

●
申
請
書
類　

①
交
付
申
請

書
②
個
人
情
報
の
取
扱
い

に
関
す
る
同
意
書
兼
宣
誓

書
③
交
付
申
請
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
④
登
記
事
項
証
明

書
⑤
住
宅
の
平
面
図
。
２

年
目
以
降
の
申
請
書
類
は

①
②
と
な
り
ま
す
。
こ
れ

ら
以
外
に
も
提
出
を
お
願

い
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

●
申
請
書
類
の
配
布　

申
請

書
類
①
②
③
は
、
役
場
地

域
振
興
課
で
配
布
す
る
ほ

か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。
④
⑤
は

申
請
者
が
準
備
し
て
く
だ

さ
い

●
申
請
・
問
い
合
わ
せ　

役

場
地
域
振
興
課
ま
ち
づ
く

り
係
ま
で

農
地
の
利
用
状
況
調
査
を

実
施
し
ま
す

農
業
委
員
会
で
は
遊
休
農

地
の
発
生
防
止
及
び
解
消
に

向
け
て
、
毎
年
１
回
農
地
の

利
用
状
況
調
査
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
今
年
度
は
、
８
月

中
に
調
査
を
実
施
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
状
況
に
応
じ
た
対
策

を
講
じ
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

●
遊
休
農
地
と
は　

①
現
に

耕
作
の
目
的
に
供
さ
れ
て

お
ら
ず
、
引
き
続
き
耕
作

の
目
的
に
供
さ
れ
な
い
と

見
込
ま
れ
る
農
地
②
農
業

上
の
利
用
の
程
度
が
周
辺

の
地
域
に
お
け
る
農
地
の

利
用
の
程
度
に
著
し
く

劣
っ
て
い
る
と
認
め
ら
れ

る
農
地

●
問
い
合
わ
せ　

鞍
手
町
農

業
委
員
会
事
務
局
（
役
場

内
）
☎
４
２
局
２
１
１
１

番
ま
で

各
種
相
続
手
続
に
便
利
な

法
定
相
続
情
報
証
明
制
度

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

法
定
相
続
情
報
証
明
制
度

は
、
相
続
登
記
、
預
貯
金
の

払
戻
し
、
相
続
税
の
申
告
な

ど
、
各
種
相
続
手
続
き
に
利

用
で
き
る
「
法
定
相
続
情
報

一
覧
図
」
を
無
料
で
交
付
す

る
も
の
で
す
。
一
覧
図
に
は
、

法
定
相
続
関
係
が
記
載
さ
れ

て
お
り
、
ま
た
、
同
時
に
複

数
枚
交
付
で
き
る
た
め
各
種

相
続
手
続
き
を
円
滑
に
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

相
続
手
続
き
が
発
生
し
た

場
合
に
は
、
ぜ
ひ
当
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
相
続
手
続
き
で
必
要

と
な
る
書
類
に
つ
い
て
は
、
各

機
関
で
異
な
り
ま
す
の
で
、
必

要
な
書
類
は
提
出
先
の
機
関

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
法

務
局
直
方
市
局
☎
２
２
局

１
１
４
４
番
ま
で

お
知

ら
せ● とき　10 月 28 日（日）午前９時 30 分から

● ところ　鞍手町文化体育総合施設内
出店希望者を募集します

　出店は、町内の団体やグループに限られます。
● 申込期限　８月 31 日（金）。応募多数の場合は抽選で決定
● 出店料（予定）　１店舗 10,000 円（テントリース代金など）。

ただし、社会福祉法人などは減額になる場合があります。
また、飲食物を販売する場合は、臨時食品営業許可申請の
ため別途手数料が必要です

● 申し込み・問い合わせ　くらて元気まつり実行委員会事
務局（役場地域振興課）まで

2018 くらて



高
齢
者
見
守
り

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

町
で
は
、
緊
急
時
や
災
害

時
な
ど
の
支
援
を
充
実
さ
せ
る

た
め
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢

者
や
高
齢
者
夫
婦
の
世
帯
、
高

齢
者
の
み
の
世
帯
を
民
生
委

員
が
訪
問
し
、
世
帯
の
状
況
な

ど
を
聞
き
取
り
調
査
し
ま
す
。

民
生
委
員
は
身
分
証
を
携

帯
し
て
お
り
、
登
録
手
数
料

や
金
品
の
請
求
を
す
る
こ
と

は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

聞
き
取
り
し
た
内
容
は
、
見

守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
、

緊
急
時
・
災
害
時
救
護
活
動

及
び
更
新
調
査
以
外
に
使
用

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

高
齢
者
の
み
な
さ
ん
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
の
で
、
民
生

委
員
が
お
伺
い
し
た
と
き
は

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
対
象
者　

①
60
歳
以
上
の

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者

世
帯
②
高
齢
者
夫
婦
（
夫

65
歳
以
上
・
妻
60
歳
以
上
）

の
み
の
世
帯
③
そ
の
他
高

齢
者
の
み
の
世
帯
④
民
生

委
員
が
対
象
者
と
し
て
適

当
と
判
断
す
る
世
帯

●
訪
問
期
間　

８
月
１
日
か

ら
11
月
末
ま
で

●
調
査
内
容　

現
在
の
世
帯

状
況
や
緊
急
連
絡
先

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
福
祉
人

権
課
高
齢
者
支
援
係
ま
で

都
市
計
画
決
定
に
伴
う

法
定
図
書
の
縦
覧

町
で
は
、
平
成
30
年
６
月

22
日
に
用
途
地
域
の
変
更
及

び
地
区
計
画
の
決
定
に
つ
い

て
、
都
市
計
画
決
定
の
告
示

を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
決
定

内
容
に
つ
い
て
は
、
関
係
図

書
を
無
料
で
縦
覧
で
き
ま
す
。

縦
覧
を
希
望
す
る
人
は
役
場

地
域
振
興
課
ま
ち
づ
く
り
係

窓
口
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
地
域

振
興
課
ま
ち
づ
く
り
係
ま
で

直
方
特
別
支
援
学
校

公
開
授
業
を
行
い
ま
す

直
方
特
別
支
援
学
校
で
は
、

次
の
と
お
り
公
開
授
業
を
行

い
ま
す
。
当
日
は
、
乳
幼
児
、

児
童
生
徒
の
療
育
・
教
育
に
関

す
る
相
談
、
教
育
相
談
・
通

級
に
よ
る
指
導
の
制
度
や
申

込
方
法
等
に
関
す
る
相
談
に

応
じ
る
相
談
会
も
行
い
ま
す
。

●
と
き　

９
月
11
日
（
火
）
▽

受
付
＝
午
前
９
時
か
ら
９
時

30
分
ま
で
▽
全
体
説
明
＝
午

前
９
時
30
分
か
ら
９
時
40

分
ま
で
▽
公
開
授
業
＝
午
前

９
時
50
分
か
ら
11
時
40
分

ま
で
▽
相
談
会
＝
正
午
か
ら

午
後
０
時
50
分
ま
で

●
と
こ
ろ　

直
方
特
別
支
援

学
校
（
直
方
市
大
字
下
境

４
１
０
番
地
２
）

●
対
象
者　

▽
公
開
授
業
＝

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

▽
相
談
会
＝
保
護
者
、教
育・

療
育
・
施
設
関
係
者
の
み

●
申
込
締
切　

８
月
24
日（
金
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

 

直
方
特
別
支
援
学
校
☎

２
４
局
５
５
７
０
番
ま
で

特
定
不
妊
治
療
の

治
療
費
を
助
成
し
ま
す

福
岡
県
で
は
、
次
の
と
お

り
特
定
不
妊
治
療
を
行
う
夫

婦
に
、
治
療
費
の
一
部
を
助

成
し
て
い
ま
す
。

●
対
象
治
療　

特
定
不
妊
治

療
指
定
医
療
機
関
に
よ
っ

て
行
わ
れ
た
特
定
不
妊
治

療
（
体
外
受
精
・
顕
微
授

精
）
及
び
特
定
不
妊
治
療
に

至
る
経
過
の
一
環
と
し
て
行

わ
れ
た
男
性
不
妊
治
療
と

し
、
医
療
保
険
が
適
用
さ
れ

な
い
治
療
に
要
し
た
費
用
を

助
成
の
対
象
と
す
る

●
対
象
要
件　

治
療
開
始
時

に
法
律
上
の
夫
婦
で
あ
り
、

申
請
日
に
少
な
く
と
も
一

方
が
福
岡
県
内
（
北
九
州

市
・
福
岡
市
・
久
留
米
市

を
除
く
）
に
居
住
し
て
い

る
こ
と
。
ま
た
、
治
療
開

始
日
に
お
け
る
妻
の
年
齢
が

43
歳
未
満
で
あ
る
こ
と

●
所
得
制
限　

夫
婦
合
算
の

前
年
の
合
計
所
得
金
額
か

ら
各
種
控
除
額
を
差
し
引

い
た
額
が
、
７
３
０
万
円

未
満
で
あ
る
こ
と

●
申
請
期
間　

治
療
が
終
了

し
た
日
ま
た
は
中
断
日
の

属
す
る
年
度
内
（
平
成
30

年
度
の
申
請
期
間
は
、
平

成
31
年
３
月
29
日
ま
で
。

た
だ
し
、
や
む
を
得
ず
年

度
内
に
申
請
で
き
な
い
理

由
が
あ
る
場
合
に
限
り
、

平
成
31
年
４
月
10
日
ま
で

（
事
前
に
申
請
窓
口
へ
の
相

談
が
必
要
で
す
））

●
問
い
合
わ
せ　

嘉
穂
・
鞍

手
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

健
康
増
進
課
健
康
増
進
係

☎
（
０
９
４
８
）
２
９
局

０
２
７
７
番
ま
で

男
女
共
同
参
画
審
議
会

委
員
を
公
募
し
ま
す

鞍
手
町
で
は
10
人
の
委
員

で
構
成
し
た
男
女
共
同
参
画

審
議
会
を
設
置
し
て
い
ま
す

が
、
10
月
30
日
で
の
任
期
満

了
に
伴
い
、
新
た
に
男
性
１

人
、
女
性
１
人
の
委
員
を
公

募
し
ま
す
。

●
対
象
者　

町
内
に
住
ん
で

い
る
20
歳
以
上
の
人
で
、

男
女
共
同
参
画
の
推
進
に

関
心
の
あ
る
人

●
受
付
期
限　

８
月
31
日

（
金
）
必
着

●
公
募
委
員
の
役
割　

町
長

の
諮
問
に
対
す
る
男
女
共

同
参
画
の
推
進
に
関
す
る

重
要
項
目
の
調
査
や
審
議

●
委
員
の
決
定　

応
募
者
が

そ
れ
ぞ
れ
１
人
以
上
の
場

合
は
公
開
抽
選
を
行
い
ま

す
。（
公
開
抽
選
は
９
月
６

日
（
木
）
午
後
１
時
30
分

よ
り
役
場
会
議
室
で
行
い

ま
す
）

●
応
募
方
法　
「
委
員
応
募
」

と
記
入
し
、
応
募
者
の
住

所
、氏
名
、年
齢
、電
話
番

号
、
志
望
動
機
を
明
記
の

う
え
、
郵
送
で
応
募
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
町
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
入
力
フ

ォ
ー
ム
か
ら
応
募
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す

●
応
募
・
問
い
合
わ
せ　

役

場
福
祉
人
権
課
児
童
人
権

係
ま
で
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“くらてのまるしぇ”
開店します

“マルシェ”とは、市場を意味するフランス語。
“くらてのまるしぇ”は、モノやヒトが集まる朝
市（今回は夕市）です。

今回は「ナイトマルシェ」を開催� お酒も解
禁しますので、いつもと一味違う“まるしぇ”
をお楽しみください。
●とき　９月２日（日）午後４時から８時まで
●ところ　くらじの郷  中庭
●問い合わせ　役場地域振興課まで

広報くらてに広告を掲載しませんか。
◉掲載料（１か月あたり）
▶全一段（縦 43㎜×横 187㎜）…１万円
▶半一段（縦 43㎜×横 91㎜）…５千円
◉申し込み期限　発行日（毎月１日）の 40 日前まで
◉掲載の可否　事前審査により決定
◉申し込み・問い合わせ　役場政策推進課政策係まで

募集します!!
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鞍心館
◆信頼・・・３５年以上のの経験！
◆真心・・・心のこもったお葬儀を！
◆安心・・・無理のないプランを！あん　　しん　　かん

鞍手町小牧2084-1（旧ダイヤブック）

（有）花六葬儀社
問合せ先

鞍手町大字中山3024-42（昭和通り）
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保
育
所
利
用
者
負
担
額

変
更
の
お
知
ら
せ

子
ど
も
・

子
育
て
支
援

新
制
度
の
施

行
に
伴
い
、

８
月
分
ま
で
は
平
成
29
年
度

の
市
町
村
民
税
額
に
よ
り
算

定
し
て
い
た
保
育
所
利
用
者

負
担
額
を
、
９
月
分
か
ら
は

平
成
30
年
度
の
市
町
村
民
税

額
に
よ
り
再
算
定
す
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。
再
算
定
の
結

果
は
変
更
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
決
定
通
知
書
を
送
付
し
、

お
知
ら
せ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
福
祉

人
権
課
児
童
人
権
係
ま
で

お
宅
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
は

大
丈
夫
で
す
か

平
成
30
年

６
月
18
日
に

発
生
し
た
大

阪
北
部
地
震

で
は
、ブ
ロ
ッ

ク
塀
の
倒
壊

に
よ
り
２
人
の
命
が
奪
わ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
17
年

の
福
岡
県
西
方
沖
地
震
で
も

同
様
の
事
故
が
発
生
し
て
い

ま
す
。

身
近
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
も
、

見
か
け
は
し
っ
か
り
し
て
い

て
も
安
全
性
に
欠
け
て
い
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ブ
ロ
ッ

ク
塀
は
私
的
財
産
で
す
。「
た

か
が
ブ
ロ
ッ
ク
塀
」
な
ど
と
安

易
に
考
え
ず
、
点
検
し
ま
し
ょ

う
。
点
検
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン

ト
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
鉄
筋
は
入
っ
て
い
ま
す
か

塀
の
中
に
、
直
径
９
ミ
リ

メ
ー
ト
ル
の
鉄
筋
が
入
っ
て

い
る
か
調
べ
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
点
検
は
、
壁
を
造
っ
た

施
工
者
な
ど
と
相
談
し
て

行
っ
て
く
だ
さ
い

●
傾
き
、
ひ
び
割
れ
は
な
い

で
す
か　

塀
が
傾
い
て
い
た

り
、
ひ
び
割
れ
て
い
た
り
し

て
い
ま
せ
ん
か
。
ま
た
、
鉄

筋
が
さ
び
て
い
な
い
か
調
べ

て
く
だ
さ
い

●
高
さ
が
高
す
ぎ
て
い
ま
せ

ん
か　

塀
の
高
さ
は
、
地
盤

面
か
ら
２
メ
ー
ト
ル
以
下
か

調
べ
て
く
だ
さ
い

●
基
礎
の
根
入
れ
の
深
さ
は

十
分
で
す
か　

鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
基
礎
は
、
地
盤
面

か
ら
30
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以

上
の
根
入
れ
が
必
要
で
す

●
控
壁
は
あ
り
ま
す
か　

控

壁
は
塀
の
長
さ
３
・
４
メ
ー

ト
ル
（
ブ
ロ
ッ
ク
塀
８
個

程
度
）
ご
と
に
あ
り
ま
す

か
。
控
壁
の
長
さ
は
40
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
あ
り

ま
す
か

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
建

築
都
市
部
建
築
指
導
課
建

築
指
導
係
・
建
築
審
査
係

☎
（
０
９
２
）
６
５
１
局

１
１
１
１
番
ま
で

直鞍地区障がい者
虐待防止センター

「かのん」
をご存じですか

「直鞍地区 障がい者基幹相談支援センター」

直鞍地区障がい者虐待防止センターかのんでは、障がいのある人の権利擁護や虐待に関する相談をお受けします。

「障がい者の虐待ではないか？」と気づいたり、感じたら相談（通報）してください�
● 障がい者虐待とは

養護者（家族・親族・同居人など）、施設従事者等（障がい福祉施設や障がい者福祉サービス事業に従事する職員など）、
使用者（本人を雇用する事業主、事業所の上司・同僚など）が障がいのある人に行う次のような行為を障がい者虐待
といいます

障がい者の虐待に気づいた人には、通報義務があります。通報した人の情報は守られます。また、匿名による通報も
受け付けています。

直鞍地区障がい者虐待防止センター  かのん
〒 822-0026　直方市津田町７番２０号  直方市健康福祉課別館　☎２４局１５５６番　FAX ２４局１５５２番
● 電話での相談は 24 時間 365 日受け付けています。
● 障がいのある人に対する虐待でも、年齢などによっては受付窓口が異なる場合があります。

暴力などで身体に傷や
アザ、痛みを与える行為

（叩く、殴る、蹴る  など）

身体的虐待

本人の同意もなく行う性
的な行為や、わいせつな
行為

性的虐待

高圧的な言葉や態度、無
視や嫌がらせなどによって
苦痛を与えるような行為

心理的虐待

財産や金銭の無断使用や本
人が望む金銭の使用を理由
なく制限するような行為

経済的虐待

介護や生活の世話をして
いる家族などが、介護や世
話を放棄するような行為

放棄・放任



国
民
健
康
保
険
か
ら

社
会
保
険
へ
加
入

14
日
以
内
に
必
ず
届
出
を

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
世
帯
の
全
員
、
ま
た

は
そ
の
一
部
の
人
に
異
動
が

あ
っ
た
場
合
、
14
日
以
内
に

役
場
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

届
け
出
を
忘
れ
た
り
、
遅
れ

た
り
す
る
と
後
で
医
療
費
を

返
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
国
保
年
金
係
ま
で

国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん

こ
ん
な
と
き
は

前
も
っ
て
手
続
き
を

医
療
機
関
窓
口
で
の
支
払

い
が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で

と
な
る
「
限
度
額
適
用
認
定

証
」・「
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
」
は
、

外
来
診
療
で
も
使
え
ま
す
。

も
し
、
入
院
や
高
額
な
外
来

診
療
が
決
ま
っ
た
と
き
は
、

早
め
に
交
付
の
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
各
認

定
証
は
国
民
健
康
保
険
税
の

納
め
忘
れ
が
あ
る
場
合
に
は

交
付
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
保

険
税
は
必
ず
納
期
限
内
に
納

め
ま
し
ょ
う
。

●
申
請
場
所　

役
場
保
険
健

康
課
国
保
年
金
係
窓
口

●
申
請
に
必
要
な
も
の　

印

か
ん
・
国
民
健
康
保
険
証
・

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

で
、
過
去
一
年
間
に
90
日
を

超
え
る
入
院
が
あ
っ
た
人

は
、
入
院
期
間
が
確
認
で

き
る
書
類
（
領
収
書
な
ど
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
国
保
年
金
係
ま
で

75
歳
に
な
る
前
に

後
期
高
齢
者
医
療
に

加
入
で
き
ま
す

一
定
の
障
が
い
が
あ
る
65

歳
以
上
74
歳
以
下
の
人
は
、

申
請
す
る
と
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
に
加
入
で
き
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被

保
険
者
に
な
る
か
な
ら
な
い

か
に
よ
り
、
加
入
す
る
医
療

保
険
、
保
険
料
、
一
部
負
担

割
合
な
ど
が
異
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
公
費
医
療
係
ま
で

後
期
高
齢
者
医
療
に

加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん

こ
ん
な
と
き
は

前
も
っ
て
手
続
き
を

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加

入
し
て
い
る
人
で
、
世
帯
員
全

員
が
住
民
税
非
課
税
の
場
合
、

入
院
し
た
と
き
の
食
事
代
や
入

院
、
外
来
診
療
で
の
窓
口
負
担

額
が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
で

済
む
限
度
額
適
用
認
定
証
・
標

準
負
担
額
減
額
認
定
証
を
発
行

し
ま
す
。
こ
の
認
定
証
は
、
申

請
し
た
月
の
１
日
か
ら
し
か
使

え
ま
せ
ん
の
で
、
入
院
ま
た
は

高
額
な
外
来
診
療
が
決
ま
っ
た

と
き
は
前
も
っ
て
交
付
の
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
す
で
に

認
定
証
を
持
っ
て
い
る
場
合
は
、

記
載
さ
れ
て
い
る
有
効
期
限
ま

で
外
来
診
療
に
も
使
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

●
申
請
場
所　

役
場
保
険
健

康
課
公
費
医
療
係
窓
口

●
申
請
に
必
要
な
も
の　

後

期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保

険
証
・
印
か
ん
・
過
去
一

年
間
に
90
日
を
超
え
る
入

院
が
あ
っ
た
人
は
、
入
院

期
間
が
確
認
で
き
る
書
類

（
領
収
証
な
ど
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
公
費
医
療
係
ま
で

後
期
高
齢
者
医
療
の

保
険
証
を
送
付
し
ま
す

後
期
高
齢
者
医
療
は
、
75

歳
以
上
の
人
が
対
象
と
な
る

医
療
保
険
制
度
で
す
。
75
歳

の
誕
生
日
以
降
は
、
現
在
加

入
し
て
い
る
医
療
保
険
に
か

か
わ
ら
ず
、
後
期
高
齢
者
医

療
へ
加
入
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
９
月
に
75
歳
を
迎
え

る
人
（
昭
和
18
年
９
月
１
日

か
ら
９
月
30
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
）
に
は
、
８
月
中
旬

に
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
証

を
簡
易
書
留
で
郵
送
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
公
費
医
療
係
ま
で

介
護
保
険
証
を

交
付
し
ま
す

９
月
に
65
歳
を
迎
え
る
人

（
昭
和
28
年
９
月
２
日
か
ら
10

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
）

に
介
護
保
険
証
を
次
の
と
お

り
交
付
し
ま
す
。
将
来
介
護

が
必
要
に
な
っ
た
と
き
や
介

護
認
定
の
申
請
の
と
き
に
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
大
切
に

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

●
交
付
す
る
日　

８
月
29
日

（
水
）、
30
日
（
木
）
の
午

前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
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のおがた警察署だより

町内の
交通事故
発生状況

【６月中】 【累　計】
件 数 4件（－13） 件 数 242 件（± 0）

死 者 00人（±10） 死 者 221人（＋ 1）

傷 者 4 人（－ 4） 傷 者 58 人（＋ 3）

お住まいの地区の犯罪発生状況は、県警
のホームページで校区別の詳しい情報を
確認できます。

福岡県警察 検索

直方警察署の最新情報はこちらから

http://www.police.pref.fukuoka.jp/
直方警察署　☎２２局０１１０番まで

直方警察署管内での犯罪発生状況
【６月中】 【累 計】

刑法犯総数 134 件（＋47） 刑法犯総数 437 件（－ 50）

車上ねらい 1 件（－ 4） 車上ねらい 9 件（－ 17）

自転車盗難 6 件（＋ 1） 自転車盗難 30 件（－ 21）

空き巣 3 件（－11） 空き巣 37 件（－ 12）

生活安全課からのお知らせ

　 休日の夜間の体調不良は

急患センターへ

● 問い合わせ　直鞍急患センター
☎２８局２８４０番まで

診療日 診療科目
土曜・日曜・祝日

午後６時から11時まで
小児科
内　科

第２、第４日曜
午前９時から午後６時まで 小児科

診療時間は、午前９時から午後５時までで
す。休日在宅医は、変更になることもあり
ますので、事前に電話でご確認ください。

休日
在宅医

（かっこ内は前年比）

● とき　９月 12 日（水）
午前 10 時から午後４
時まで（受付は午後３
時まで）

● ところ　ハピネスなかま（中間市通谷）
● 問い合わせ　福岡県交通事故相談所
　☎（０９２）６４３局３１６８番まで

巡回
交通事故

相談

直方鞍手医師会ホームページよりご確認
いただけます。
http://chokuan-medical.jp/
touchoku/touchoku.cgi
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保育士の採用試験を行います

鞍手町では、次のとおり職員の採用試験を行います。
● 試験日（第１次）　平成 30 年 10 月 14 日（日）

午後１時から３時 10 分まで
● 試験会場　鞍手町総合福祉センター「くらじの

郷」（鞍手町大字新延４１４番地１）
● 募集職種と採用予定人員　保育士（２人程度）
● 受験資格　昭和 57 年４月２日以降に生まれた

人で、保育士の資格を有する人または平成 31
年３月 31 日までに保育士の資格取得が見込ま
れる人

● 申込用紙の配付　▷窓口配付＝８月１日（水）
から役場総務課人事係で配付（土・日・祝日は
除く）。時間は午前８時 30 分から午後５時 15
分まで。ただし、木曜日は午後７時まで▷郵送
配付＝採用試験申込書請求と朱書きした封筒に
120 円切手を貼ったあて先明記の返信用封筒（角
形２号）を同封して請求してください

● 受験手続き　▷受付期間＝８月１日（水）か
ら９月７日（金）まで（土・日・祝日は除く）。
時間は午前８時 30 分から午後５時 15 分まで。
ただし、木曜日は午後７時まで▷受付場所＝役
場総務課人事係▷郵送受付＝採用試験申込書在
中と朱書きした封筒に申込書と82円切手を貼っ
たあて先明記の返信用封筒を同封してください

（９月７日必着）。試験案内は、町ホームページ
（http://www.town.kurate.lg.jp）でも確認できま
す

● その他　試験会場と採用予定人員は変更になる
場合があります

● 問い合わせ　役場総務課人事係（〒 807－1392 
鞍手町大字中山 3705 番地）まで

あなたの資格とやる気を
活かしてみませんか



広報くらて 印刷●社会福祉法人  福岡コロニー

●町の人口・６月の人の動き

平成 30 年８月号  No.704

・人口　16,139 人
・男性　 7,672 人
・女性　 8,467 人
・世帯数  7,507 世帯

（平成 30 年６月 30 日現在）

・出生  6 人
・死亡  20 人
・転入  38 人
・転出    35 人

FUKUOKA

KURATE  TOWN

編集●広報委員会
発行●鞍手町

福岡管区気象台からのお知らせ元気が出る

献立 食進会おススメのメニューです

■鞍手町役場
　〒807－1392  福岡県鞍手郡鞍手町大字中山3705番地
　電話（0949）42 局 2111番／ファックス（0949）42 局 5693番
■鞍手町ホームページアドレス
　パソコンから　http://www.town.kurate.lg.jp
　携帯電話から　http://www.town.kurate.lg.jp/mobile
■鞍手町フェイスブックアドレス
　パソコン・携帯電話から　http://ja-jp.facebook.com/town.kurate

８月の行事カレンダー 
日 曜日 行事内容

1 水

2 木 １歳半、３歳健診（福祉センター、10ページ参照）
補聴器相談（くらて病院：14時～17時、13ページ参照）

3 金 補聴器相談（役場：13時～14時、13ページ参照）

4 土

5 日

6 月

7 火 乳幼児相談（福祉センター、10ページ参照）

８ 水

９ 木 ４か月健診（福祉センター、10ページ参照）
補聴器相談（役場：11時～12時、13ページ参照）

10 金 無料法律相談（くらじの郷：13時～16時、13ページ参照）

11 土 山の日　子どものお話の会（中央公民館：11時～、８ページ参照）

12 日

13 月

14 火

15 水

16 木

17 金

18 土

19 日

20 月

21 火

22 水 補聴器相談（役場：13時～14時、13ページ参照）

23 木 ７か月、12か月健診（福祉センター、10ページ参照）
補聴器相談（くらて病院：14時～17時、13ページ参照）

24 金

25 土

26 日 子どもフェスタくらて2018（中央公民館：９時～14時、６ペー
ジ参照）

27 月
町県民税（第２期分）、国民健康保険税（第３期分）、
後期高齢者医療保険（第２期分）納期限（13ページ参照）
心配ごと相談（くらじの郷：13時～15時、14ページ参照）

28 火 補聴器相談（くらて病院：14時～16時 30分、13ページ参照）

29 水 介護保険証交付（役場：８時30分～17時 15分、18ページ参照）

30 木 介護保険証交付（役場：８時30分～19時、18ページ参照）

31 金

【サラダチキンそうめん】１人当たりの栄養価　341kcal

　

【ゴーヤのカレー風味から揚げ】　１人当たりの栄養価　111kcal

テーマ
「夏に負けない身体づくり!!」

■材料（４人分）
サラダチキン（１枚）、ごま油（大さじ１）、おろし生姜

（20g）、貝割菜（20g）、白ねぎ（20g）、にんじん（40g）、
水菜（100g）、青しそ（10g）、【たれの材料…めんつゆ

（300cc）、酢（大さじ４）、こしょう（少々）、いりごま（白・
大さじ１）】、そうめん（240g）

■材料（４人分）
ゴーヤ（500g）、塩（小さじ 1/2）、片栗粉（大さじ４）、
カレー粉（大さじ 2/3）、揚げ油（適宜）、レモン（1/2 個）

■作り方
① サラダチキンを繊維に沿って手で裂き、食べやすい大き

さにする。ボウルにごま油とおろし生姜、サラダチキン
を入れて混ぜる。

② 貝割菜は根元を切り、長さを半分に切る。白ネギとにん
じん、青じそは４cm 長さの細かいせん切りにする。水
菜は根元を切り４cm 長さに切る。野菜は全部合わせて
水にさらしておく（５分程度）。
その後、水気をよくきっておく。

③ たれの材料を合わせる。
④ そうめんをゆでる。
⑤ 器にそうめんを盛り、野菜と

サラダチキンをのせる。食べ
る直前にたれをかける。

■作り方
① ゴーヤは種とわたをつけたまま１cm 厚さの輪切りにす

る。
② ボウルにゴーヤを入れて、塩をまぶし、片栗粉とカレー

粉をふってまぶす。
③ フライパンに底から１～２

cm くらいまで揚げ油を入れ、
180℃に熱する。カリッとなる
まで２～３分返しながら揚げ、
器に盛る。くし形に切ったレモ
ンを添える。

「夏に負けない身体づくり」
～夏バテ防止に鶏むね肉やレモンを～

　鶏のむね肉には「イミドペプチド」と呼ばれる成分が多く含まれ
ています。強い抗酸化作用を持ち、疲労成分を除去する作用もあり
ます。低脂肪、低カロリー、高たんぱく質とダイエットにもおすす
めです。
　レモンに含まれるクエン酸には乳酸を分解する働きがあり、乳酸
の蓄積で起こる肩こりや筋肉痛の改善には有効です。


